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最も一般的な粘膜疾患に「アフタ」「口内炎」があります。当科での治療法は
「表面保護」と「常在菌のコントロール」です。口腔内には包帯は巻けませんし、
バンドエイドも貼れませんので可能な表面保護の方法は軟膏塗布です。薬効成分に
頼るわけではなく、あくまでも表面保護が目的ですから「ワセリン」でもOKです。
ただし軟膏やワセリンを塗布する際には病変表面の唾液を拭き取り、乾燥させた状
態で塗布させる必要があります。表面に唾液が付着していると軟膏やワセリンはす
ぐに剥がれてしまいます。口腔内の衛生状態が悪い場合にはスケーリングを行い、
歯ブラシ、含嗽を徹底させます。

レーザーを照射する方法をよく耳にしますが個人的には今ま
でに2、3回しかやったことがありません。レーザーで表面を焼
くことで、焼けた組織により表面を保護できるという理論のよ
うです。ただ組織への損傷を加えるため治りは悪くなる印象が
あり行っていません。またアフタ、口内炎と思い込んでいても
結果的に初期がんであった事例も多いです。レーザーで刺激す
るのはがんの浸潤拡大、転移を大きく促す原因となることから
もレーザーは使用しないようにしています。
軟膏塗布、口腔ケアを行って２週間以上も治癒傾向のない口

内炎やアフタ、潰瘍は決して引っ張らずに口腔外科を受診させ
るようお願いいたします。

開放型病床 登録医制度における歯科医師の登録医登録を開始

登録医になっていただくと…
・ご紹介患者様の受け入れは原則お断りしません。
（やむを得なくお断りをする場合はご容赦ねがいます。）

・当院の歯科担当医との共同診療（共同指導）が可能です。
・紹介カードを作成し、当院HPや１階ロビーのタッチパネルなど
で、逆紹介をご希望される患者様に優先的にご紹介します。

・ネット予約がご利用いただけます。

地域診療所との連携強化を目的とした開放型病床登録医制度を医科の医師を中心に進めてきまし
たが、2018年度より地域歯科診療所の先生方にも登録医登録にご協力いただき、現在110名以
上の歯科医師の先生方と連携を強めています。

＜登録方法＞
患者支援連携センター
（06-6992-5373）へ
ご連絡ください。
担当者が対応させて
いただきます。
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